
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
デ
ジ
タ
ル
版 

む
か
し
の
桐
生
に
ふ
れ
て
み
よ
う 

№
15
】 

以
書
付
御
願
申
上
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【
本
文
解
読
文
】 

 
 
 
 
 
 

以
書
付
御
願
申
上
候 

 

一 
御
組
下
田
持
百
姓
共
御
願
申
上
候
儀
者
田
方
之
儀
久
年 

 
 
 

御
定
免
ニ
御
定
納
仕
来
ル
候
得
共
是
迠
御
預
ケ
間
敷
儀
者 

 
 
 

不
申
上
候
所
當
年
之
儀
者
七
月
五
日
頃
ゟ
浅
間
山
荒
出
シ 

 
 
 

遠
国
一
統
ニ
砂
灰
降
リ
其
上
七
八
月
両
月
共
ニ
長
雨
降
續 

 
 
 

格
別
之
大
荒
ニ
御
座
候
得
共
稲
草
生
相
應
ニ
相
見
へ
候
ニ
付 

 
 
 

御
願
も
不
申
上
候
所
此
間
天
氣
ニ
相
成
テ
穂
勝
候
而
一
圓 

 
 
 

実
入
不
申
御
定
納
ニ
差
支
當
惑
仕
甚
茂
不
見
帰
リ 

 
 
 

右
之
趣
無
是
非
御
願
申
上
候
御
慈
悲
を
以
百
姓 

 
 
 

相
續
仕
候
様 

 
 
 

御
領
主
様
江
幾
重
ニ
茂
書
面
之
趣
御
願
被
為
成 

 
 
 

被
下
置
候
様
ニ
田
持
百
姓
一
同
御
願
申
上
候
以
上 

  
 
 
 

天
明
三
年 

卯
ノ
九
月
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

又
三
郎
○印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

中
略 

五
十
三
人) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀 

蔵
○印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

當
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
中 

 
 

前
書
御
願
申
上
候
者
御
役
人
中
御
出
府
ニ
成
候
露
用 

 
 

雑
用
等
之
儀
追
々
御
勘
定
次
第
高
割
を
以
相
賄
可
申
候 

 
 

為
念
如
此
ニ
御
座
候
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【
本
文
読
み
下
し
文
】 

 
 
 
 
 

書
付
を
も
っ
て
御
願
い
申
し
上
げ
候 

 

一 

御
組
下
田
持
百
姓
ど
も
御
願
い
申
し
上
げ
候
儀
は
、
田
方
の
儀
、
久
年 

 
 
 

御
定
免
に
御
定
納
つ
か
ま
つ
り
来
る
候
へ
ど
も
、
こ
れ
ま
で
御
預
け
ま
じ
く
儀
は 

 
 
 

申
し
上
げ
ず
候
と
こ
ろ
、
当
年
の
儀
は
七
月
五
日
頃
よ
り
浅
間
山
荒
れ
出
し 

 
 
 

遠
国
一
統
に
砂
灰
降
り
、
そ
の
上
、
七
八
月
両
月
と
も
に
長
雨
降
り
続
き 



 
 
 

格
別
の
大
荒
れ
に
ご
ざ
候
へ
ど
も
稲
草
生
え
相
応
に
あ
い
見
え
候
に
つ
き
、 

 
 
 

御
願
い
も
申
し
上
げ
ず
候
と
こ
ろ
、
こ
の
間
天
気
に
あ
い
な
り
て
穂
勝
れ
候
て
一
円 

 
 
 

実
入
り
申
さ
ず
御
定
納
に
差
し
支
え
当
惑
つ
か
ま
つ
り
、
甚
し
く
も
見
帰
り
ず 

 
 
 

右
の
趣
是
非
も
な
く
御
願
い
申
し
上
げ
候
、
御
慈
悲
を
も
っ
て
百
姓 

 
 
 

相
続
つ
か
ま
つ
り
候
様 

 
 
 

御
領
主
様
へ
幾
重
に
も
書
面
の
趣
御
願
い
成
せ
ら
れ 

 
 
 

下
さ
れ
置
き
候
よ
う
に
田
持
百
姓
一
同
御
願
い
申
し
上
げ
候
、
以
上 

  
 
 
 

天
明
三
年 

卯
の
九
月
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

又
三
郎
○印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

中
略 

五
十
三
人) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

亀 

蔵
○印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
中 

 
 

前
書
御
願
い
申
し
上
げ
候
は
御
役
人
中
御
出
府
に
成
り
候
露
用 

 
 

雑
用
等
の
儀(

は)

追
々
御
勘
定
次
第
高
割
を
も
っ
て
あ
い
賄
い
申
す
べ
く
候 

 
 

念
の
た
め
、
か
く
の
ご
と
く
に
ご
ざ
候
、
以
上 

  

【
解
説
】 

 

江
戸
時
代
は
、
飢
饉
の
連
続
で
し
た
。
そ
の
生
産
に
携
わ
る
お
百
姓
の
苦
労
は
大
変
な
も
の

で
し
た
。
日
々
、
天
候
と
の
関
り
は
生
死
に
か
か
わ
る
も
の
で
一
家
離
散
や
人
身
売
買
に
ま
で

発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。
幕
府
も
か
な
り
の
農
業
政
策
を
施
し
て
い
き
ま
す
が
、
自
然
災
害
に

は
手
を
や
き
ま
し
た
。
最
大
の
飢
饉
が
天
明
の
大
飢
饉
で
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
浅
間
山
の
噴
火
に
と
も
な
う
降
灰
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
で
し
た
。
加
え
て
、
今
回
出

題
の
文
書
か
ら
は
、
噴
火
直
後
に
長
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
桐
生
地
域
の
名
主
、

地
主
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
は
連
名
で
「
稲
穂
は
あ
る
も
の
の
実
が
な
い
」
旨
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て

い
ま
す
。 

こ
の
文
書
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
人
に
は
簡
単
に
読
め
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、「
願
」
と
「
頼
」
の
区
別
が
同
じ
崩
し
方
な
の
で
閉
口
し
ま
す
。
二
行
目
に
「
願
ヶ
」
と

「
ヶ
」
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
「
預
ヶ
」
と
し
ま
し
た
。 



ま
た
、
七
行
目
に
当
惑
仕
り
「
正
」
と
読
み
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
は
「
甚
だ
」
と
読
み
ま

し
た
。
文
書
の
流
れ
か
ら
「
当
惑
仕
り
云
々
」
で
そ
う
読
み
ま
し
た
。
さ
ら
に
次
の
行
で
す
が
、

「
右
の
趣
悲
し
み
こ
れ
な
く
」
で
無
是
悲
で
す
が
、「
是
非
」
と
読
む
の
で
し
ょ
う
か
、
是
非

な
く
次
の
願
い
申
し
上
げ
、
今
度
は
慈
悲
を
も
っ
て
と
す
る
の
が
正
解
で
す
か
ね
。 

露
用
は
路
用
と
考
え
ら
れ
、
今
で
い
う
交
通
費
と
思
わ
れ
ま
す
。
江
戸
へ
出
府
す
る
際
に
か

か
る
経
費
は
、
高
割
に
よ
っ
て
後
日
、
精
算
さ
れ
る
こ
と
も
こ
の
文
書
か
ら
分
か
り
ま
す
。 

比
較
的
古
文
書
学
習
は
、
難
解
で
す
が
、
楽
し
み
な
が
ら
続
け
て
い
く
こ
と
が
解
読
の
近
道

な
の
で
す
。 

 

【
用
語
解
説
】 

＊
定
免

じ
ょ
う
め
ん 

江
戸
時
代
、
年
貢
の
収
納
方
法
の
一
つ
。
そ
の
年
の
稲
の
収
穫
量
を
検
査
し
て
、

年
貢
額
を
定
め
る
検
見
取
に
対
し
、
過
去
五
年
か
ら
十
年
間
の
収
穫
量
を
平
均
し
て
年
貢
額

と
し
、
三
か
ら
七
年
程
度
の
一
定
期
間
は
豊
凶
に
か
か
わ
ら
ず
定
額
を
収
納
す
る
。
藩
領
や
旗

本
領
で
は
江
戸
前
期
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
、
幕
領
で
は
享
保
の
改
革
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ

た
。
定
免
を
中
止
す
る
こ
と
を
破
免
と
い
う
が
、
災
害
な
ど
に
よ
り
、
耕
地
の
三
割
以
上
が
損

耗
を
う
け
た
と
き
、
村
の
願
い
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
。 

＊
高
割

た
か
わ
り 

石
高
に
応
じ
て
租
税
な
り
分
担
の
米
永
な
り
を
徴
収
す
る
こ
と
。 

引
用
は
『
古
文
書
用
語
辞
典
』(
柏
書
房)

ほ
か 

    


